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平
成
26
年
消
防
団
出
初
式
お
よ
び
消
防
点
検

大
切
な
郷
土
を
守
る
強
い
団
結
力

町
消
防
団
員
の
結
束
し
た

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮

　
３
月
30
日
（
日
）
甲
佐
小
学
校
体
育

館
ほ
か
で
、
平
成
26
年
町
消
防
団
（
上

野
浩
信
団
長
５
０
４
人
）
の
出
初
式
お

よ
び
消
防
点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
整
列
し
た
団
員
た
ち
に
奥

名
克
美
町
長
が
式
辞
、
上
野
団
長
が
訓

示
。
日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰
な
ど
の

各
表
彰
状
の
伝
達
お
よ
び
贈
呈
や
、
若

草
保
育
園
（
元
村
伴
子
園
長
89
人
）
の

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
16
人
に
よ
る
通
常
点

検
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
通
常
点
検
の
部
で
は
役
場
分
団
が
優

勝
し
、
操
法
競
技
で
は
、
ポ
ン
プ
車
の

部
は
第
１
分
団
第
４
部
（
岩
下
）、
小

型
ポ
ン
プ
の
部
は
第
８
分
団
第
29
部

（
府
領
）
が
、
機
械
器
具
点
検
の
部
は

第
１
分
団
第
１
部
（
東
西
寒
野
）
が
そ

れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

●
競
技
成
績

◆
通
常
点
検
の
部
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・
優
勝
　
役
場
分
団

・
２
位
　
第
１
分
団

・
３
位
　
第
３
分
団

◆
操
法
競
技
の
部

▼
ポ
ン
プ
車
の
部

・
優
勝
　
第
１
分
団
第
４
部
（
岩
下
）

・
２
位
　
第
２
分
団
第
７
部
（
北
部
）

・
３
位
　
第
２
分
団
第
６
部
（
緑
町
）

▼
小
型
ポ
ン
プ
の
部

・
優
勝
　
第
８
分
団
第
29
部
（
府
領
）

・
２
位
　
第
１
分
団
第
２
部
（
上
豊
内
）

・
３
位
　
第
７
分
団
第
24
部
（
船
津
）

◆
機
械
器
具
点
検
の
部

・
優
勝
　
第
１
分
団
第
１
部(

東
西
寒
野)

・
２
位
　
第
８
分
団
第
29
部
（
府
領
）

・
３
位
　
第
２
分
団
第
７
部
（
北
部
）

●
表
彰
（
敬
称
略
）

◆
日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰
・
精
績
章

　
松
尾
憲
親

◆
日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰
・
勤
績
章

　
上
野
浩
信

◆
熊
本
県
消
防
協
会
会
長
表
彰
・
功
績
章

　
本
田
貴
宏
、
田
端
浩
二
、
甲
斐
良
二
、

本
田
康
一
、
田
上
賢
臣
、
福
永
武
晴
、

野
々
口
英
則

◆
熊
本
県
消
防
協
会
会
長
表
彰
・
勤
績
章

　
高
山
真
一
、
井
芹
祐
一
、
山
下
健
二
、

田
上
大
樹
、
内
田
壮
志
、
福
島
竜
、
直

井
仁
志
、
上
田
智
敏
、
舛
田
裕
次
、
井

上
有
希
、
志
免
充
紀
、
荒
田
幸
嗣
、
岡

部
貴
裕
、
田
上
勝
、
成
松
和
博

▶
甲
佐
小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
た
開
会
式
で
、
壇
上
に
向
か
っ
て
敬
礼
を
す
る
町
消
防
団
員

▶
団
員
た
ち
に
訓
示
す
る
上
野
団
長

▶
消
防
協
会
会
長
表
彰
な
ど
を
伝
達

▶
若
草
保
育
園
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

▶
甲
佐
小
体
育
館
で
の
通
常
点
検
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支給要件 

支給要件 

 

 

 

ご注意ご注意

申請方法申請方法

問い合わせ先問い合わせ先

など 人
人

人

およ

ご自宅や職場などに市町村や厚生労働省（の職員）などをかたった電話がかかってきたり、郵便が届いたりしたら、
迷わず、お住まいのお住まいの市町村や最寄りの警察署（または警察相談専用電話（#9110））にご連絡ください。
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■
若
い
と
き
か
ら
の
健
康
づ
く
り

　
が
大
切
で
す

　
昨
年
度
か
ら
、「
若
者
（
わ
っ
か

も
ん
）
健
診
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
国

民
健
康
保
険
加
入
者
で
20
〜
39
歳
の

皆
さ
ん
も
、
特
定
健
診
（
国
保
加
入

者
で
40
〜
74
歳
が
対
象
）
と
同
じ
内

容
の
検
査
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
病
院
で
受
け
れ
ば

約
８，

５
０
０
円
が
必
要
な
内
容
を
、

１，

０
０
０
円
で
受
診
で
き
ま
す
。

●
自
覚
症
状
の
な
い
生
活
習
慣
病

　
若
者
健
診
、
特
定
健
診
、
後
期
高

齢
者
健
診
で
は
、
体
格
や
血
圧
、
糖

代
謝
、
脂
質
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
項
目

を
調
べ
、
生
活
習
慣
病
の
危
険
性
を

調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
若
者
健

診
・
特
定
健
診
は
１，

０
０
０
円
、

後
期
高
齢
者
健
診
は
８
０
０
円
で
受

診
で
き
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
は
長
年
の
習
慣
な
ど

が
原
因
で
す
が
、
自
覚
症
状
の
な
い

ま
ま
進
行
す
る
の
が
特
徴
で
す
の
で
、

ま
ず
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
健
診
希
望
調
査
票
の
提
出
は
　
　

　
お
済
み
で
す
か
？

　
４
月
１
日
（
火
）
の
行
政
区
配
布

で
、
健
診
希
望
調
査
票
を
お
送
り
し

て
い
ま
す
。
調
査
票
の
提
出
が
お
済

み
で
な
い
人
は
、
町
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
町
住
民
生
活
課
ま

で
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
４
月
１
日
（
火
）
以
降
、
国
保
に

加
入
し
た
人
で
、
健
診
の
申
し
込
み

を
希
望
す
る
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
薬
代
が
安
く
な
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

　
ク
医
薬
品
の
活
用
を

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、
先

発
医
薬
品
の
特
許
期
間
が
過
ぎ
た
後

に
販
売
が
許
可
さ
れ
る
医
療
用
医
薬

品
で
す
。

　
研
究
開
発
に
掛
か
る
費
用
が
少
な

く
て
済
む
こ
と
か
ら
、
先
発
医
薬
品

よ
り
も
安
く
提
供
で
き
、
先
発
医
薬

品
と
同
様
の
安
全
基
準
を
満
た
し
て

い
る
信
頼
で
き
る
も
の
で
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替

え
る
こ
と
で
、
薬
代
が
３
〜
５
割
程

度
安
く
な
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
特
に
高
脂
血
症
、
高
血
圧
、
糖
尿

病
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
や
慢
性
疾

患
の
治
療
薬
は
、
継
続
的
な
服
用
が

必
要
と
な
る
場
合
が
多
い
の
で
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
す
る

こ
と
に
よ
り
、
自
己
負
担
額
を
減
ら

す
効
果
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
国
保
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
に

は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り

替
え
た
場
合
、
１
か
月
間
で
ど
の
く

ら
い
安
く
な
る
か
を
試
算
し
た
通
知

を
年
に
２
回
送
付
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
医
療
保
険
財
政
の
健
全
な
運
営
の

　
た
め
ご
協
力
を

　
国
保
は
、
皆
さ
ん
の
国
保
税
に
よ

り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
医
療
費
が
増
加
す
る
と
、
国
保
税

も
引
き
上
げ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
活
用
し
て

い
た
だ
く
と
、
医
療
費
の
増
加
が
抑

え
ら
れ
、
国
保
税
の
上
昇
抑
制
も
期

待
で
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
住
民
生
活
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　（
内
線
１
０
６
）

適 正 な 受 診 や 健 康 づ く り な ど を
心 掛 け て 国 保 の 医 療 費 の 抑 制 を！

健康づくり啓発の「肥後にわか」
動画をホームページで公開中！

　町では、国民健康保険の財政健全化への取り組みの

１つとして、町職員による「肥後にわか劇」での啓発

劇を制作しました。

　本劇は、町民の

皆さんに分かりや

すい形で医療費の

削減や生活習慣の

改善などに取り組

んでいただくきっ

かけとするために、町職員が企画・脚本・撮影・編集

を全て手掛けて制作したものです。

　町内の行政区で国保財政の健全化に関して説明する

座談会などで上映し、ご自身の医療費削減や健康増進

について考えていただくようご紹介しました。町公式

サイト（http://www.town.kosa.kumamoto.jp/) で動画も

公開しています。

　また、本劇のＤＶＤは、町教育委員会社会教育課で

貸し出しているほか、各行政区にも配布していますの

で、地域でご活用ください。

　町ではこれからも、国保財政の健全化に抜本的に取

り組んでいきます。皆さんのご理解とご協力をお願い

します。

※ 写真は、メタボリックシンドロームの予防に適度な

運動を勧めるシナリオ②「過ぎたるは及ばざるがご

とし」の一場面。
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　４月７日（月）町役場で、民生委員・児童

委員厚生労働大臣特別表彰伝達式が行われ、

緒方祐子さん（上田口区）が表彰されました。

　同表彰は、社会福祉の向上に多く貢献した

個人に実施。緒方さんは平成６年から主任児

童委員に就任され、平成19年から平成25年

11月まで甲佐町民生委員・児童委員協議会

会長として活躍されました。

　緒方さんは、「民生委員・児童委員として

今まで学んだことを、今後も地域のために役

立てていきたい」と話しました。

活動20年に厚労大臣表彰
元民生・児童委員の緒方祐子さん（上田口区）

▲表彰状の伝達を受ける緒方祐子さん（写真左）

　
４
月
６
日
（
日
）
宮
内
地
区
社
会

教
育
セ
ン
タ
ー
で
、
甲
佐
宮
内
春
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
バ
ザ
ー
ル
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
同
バ
ザ
ー
ル
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自

然
樂
舎
み
や
う
ち
同
バ
ザ
ー
ル
実
行

委
員
会
（
境
国
嗣
委
員
長
）
が
主
催

す
る
地
域
間
の
交
流
を
図
る
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
実
施
。

　
旧
宮
内
小
学
校
の
校
庭
や
校
舎
を

活
用
し
て
、
地
元
の
特
産
品
や
手
作

り
品
、
町
内
外
か
ら
服
、
雑
貨
、
ア

ン
テ
ィ
ー
ク
家
具
な
ど
を
取
り
扱
う

約
40
店
舗
が
出
店
。
晴
天
に
も
恵
ま

れ
、
た
く
さ
ん
の
出
店
の
中
か
ら
お

気
に
入
り
の
品
を
見
つ
け
る
人
や
、

手
作
り
の
丸
太
の
椅
子
に
腰
掛
け
て

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
休
憩
す
る

親
子
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

「火の国もりあげタイ！」　
ロアッソ熊本・甲佐町表敬訪問

春を感じながらショッピング
甲佐宮内春のグラウンドバザール

▼笑顔で奥名町長にサイン入りフラッグを手渡す藤本大選手（下田口区）

▼

多
く
の
お
店
と
お
客
が
集
ま
っ
た
旧
宮
内
小
の
会
場

　
３
月
28
日
（
金
）
プ
ロ
サ
ッ

カ
ー
・
Ｊ
リ
ー
グ
の
ロ
ア
ッ
ソ
熊

本
の
選
手
や
関
係
者
な
ど
が
、
町

役
場
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
が
「
日
本
一
地
域
に

根
ざ
し
た
ク
ラ
ブ
づ
く
り
」
を
目

指
し
て
取
り
組
む
「
火
の
国
も
り

あ
げ
タ
イ
！
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
環
。
行
政
や
地
域
住
民
と
交
流

を
図
り
な
が
ら
町
づ
く
り
を
応
援

し
、
共
に
熊
本
を
盛
り
上
げ
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
表
敬
訪
問
し
た
の
は
、
本
町
の

担
当
選
手
に
任
命
さ
れ
た
本
町
出

身
の
藤
本
大
選
手
（
下
田
口
区
）、

宇
城
市
出
身
で
元
日
本
代
表
の
巻

誠
一
郎
選
手
、
ブ
ラ
ジ
ル
出
身
の

フ
ァ
ビ
オ
選
手
、
京
都

府
出
身
の
永
井
建
成
選

手
。
町
役
場
玄
関
で
、

サ
ッ
カ
ー
選
手
を
志
す

子
ど
も
た
ち
な
ど
か
ら

の
出
迎
え
を
受
け
た
選

手
た
ち
は
、
奥
名
町
長

に
直
筆
サ
イ
ン
入
り
の

フ
ラ
ッ
グ
な
ど
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
選
手
た
ち

は
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
交

流
イ
ベ
ン
ト
に
出
席
。

参
加
し
た
小
学
生
男
子

は
「
選
手
を
間
近
で
見

ら
れ
て
、
う
れ
し
か
っ

た
」
と
笑
顔
で
し
た
。
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　４月９日（水）町内の各小学校および甲佐中学

校で、平成26年度入学式が開催されました。

　平成26年度新入生は甲佐小29人、龍野小27人、

乙女小19人、白旗小19人で町内小学校全体では

94人。甲佐中は80人が入学しました。

 龍野小学校（佐藤浩介校長125人）では、同小

体育館で入学式を開催。上級生や保護者などの拍

手に迎えられて新入児童が元気よく入場し開式。

はじめに氏名点呼が行われ、新入児童たちは一人

ひとり名前を呼ばれると大きな声で返事をして起

立しました。

　佐藤校長から「今日から龍野小の１年生です。

先生のお話をよく聞いて、友達と仲良く元気に勉

強しましょう」と式辞。

　在校生を代表して６年生の志垣七星さん（下横

田区）が「龍野小は、楽しい行事がたくさんあり

ます。これから仲良く生活しましょう」と歓迎の

言葉を述べ、新入児童代表の岩永美心さん（下横

田区）が「先生、お兄さんたちよろしくお願いし

ます」と元気な声であいさつしました。

　
４
月
２
日
（
水
）
町
役
場
で
、
甲

佐
ブ
ラ
ン
ド
「
こ
う
さ
ん
も
ん
」
に

新
し
く
認
定
さ
れ
た
「
ボ
シ
ド
ラ

焼
」（
㈾
池
田
製
菓
舗
・
池
田
実
さ

ん
）
と
「
ニ
ラ
で
ス
ー
プ
」（
パ
ン

工
房
ふ
う
さ
ん
・
沼
田
峰
子
さ
ん
）

に
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　「
こ
う
さ
ん
も
ん
」
は
、
本
町
を

代
表
す
る
特
産
品
を
作
る
た
め
、
町

内
で
生
産
ま
た
は
加
工
さ
れ
た
食
品

や
工
芸
品
な
ど
を
審
査
を
経
て
認
定

す
る
も
の
。
今
回
の
認
定
で
、
特
産

品
は
８
品
と
な
り
ま
し
た
。

　
認
定
さ
れ
た
パ
ン
工
房
ふ
う
さ
ん

代
表
の
沼
田
さ
ん
（
北
原
区
）
は

「『
ニ
ラ
で
ス
ー
プ
』
は
、
町
特
産
の

ニ
ラ
を
た
っ
ぷ
り
味
わ
え
ま
す
。
多

く
の
人
に
味
と
見
た
目
を
楽
し
ん
で

も
ら
い
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　４月17日（木）町役場で、本町の元人権

擁護委員の新田るり子さん（麻生原区）が法

務大臣感謝状を受けました。

　新田さんは、平成17年４月から３期９年

同委員を務め、長年にわたる地域での人権に

関する相談や啓発活動に対しての感謝状とな

りました。

　新田さんは「人権への考えが深くなり、活

動を通して広い交流ができ、自身も成長する

ことができました。やりがいのある活動は自

分の宝になりました」と話しました。

新たに２品が特産品認定
甲佐ブランド「こうさんもん」認定証交付式

人権活動に対し感謝状
元人権擁護委員の新田るり子さん（麻生原区）

▲法務大臣からの感謝状を受け取った新田さん

新１年生入学おめでとう
平成26年度小・中学校入学式

▲平成26年度の新入生は、甲佐小29人、龍野小27人、乙女小19人、白旗
小19人で、小学校全体で94人。甲佐中80人。写真は龍野小の入学式

▼

池
田
実
さ
ん
（
写
真
左
）、
沼
田
峰
子
さ
ん
（
右
）
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人
事

町総務課　TEL096-234-1140（内線221）　
klg202@town.kosa.lg.jp

【
４
月
１
日
付
け
町
組
織
再
編
】

　
４
月
１
日
付
け
で
の
町
組
織
再
編
に

よ
り
、
企
画
財
政
課
の
財
政
係
が
総
務

課
に
編
入
さ
れ
、
企
画
財
政
課
は
企
画

課
と
名
称
変
更
し
て
企
画
政
策
係
と
行

革
情
報
係
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

▼
主
な
取
り
扱
う
業
務

・
総
務
課
財
政
係

　
予
算
編
成
、
執
行
調
整
な
ど
の
財
政

　
運
営
、
決
算
統
計
に
関
す
る
こ
と

・
企
画
課
企
画
政
策
係

　
町
計
画
、
ま
ち
づ
く
り
、
企
業
誘
致
、

　
定
住
政
策
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
企
画
課
行
革
情
報
係

　
行
財
政
改
革
、
広
報
、
統
計
調
査
、

　
電
子
自
治
体
な
ど
に
関
す
る
こ
と

【
４
月
１
日
付
け
人
事
異
動
】

●
総
務
課
▼
総
務
課
長
〔
選
挙
管
理
委

員
会
書
記
長
兼
務
〕・
内
山
洋
（
福
祉

課
長
）
▼
総
務
係
〔
選
挙
管
理
委
員
会

書
記
兼
務
〕・
早
﨑
伊
津
子
（
社
会
教

育
課
）
▼
財
政
係
長
・
北
畑
公
孝
（
企

画
財
政
課
財
政
係
長
）、
同
係
・
田
中

香
織
（
学
校
教
育
課
）
▼
文
書
管
財
係

長
・
髙
原
貞
典
（
同
係
）

●
企
画
課
▼
企
画
課
長
・
西
坂
直
（
建

設
課
長
）、
同
課
長
補
佐
・
冨
永
由
美

子
（
企
画
財
政
課
長
補
佐
）
▼
企
画
政

策
係
長
・
甲
斐
高
士
（
同
課
企
画
係

長
）、
同
係
・
田
上
美
紀
（
産
業
振
興

課
）、
布
田
智
嗣
（
新
規
採
用
）
▼
行

革
情
報
係
長
・
木
村
徹
（
同
課
）、
同

係
・
池
田
三
奈
（
税
務
課
）

●
く
ら
し
安
全
推
進
室
▼
く
ら
し
安
全

推
進
室
長
兼
同
係
長
・
清
水
明
（
同
室

長
）、
同
係
・
眞
田
洋
彰
（
社
会
教
育

課
）

●
税
務
課
▼
課
税
係
長
・
井
上
幸
介

（
産
業
振
興
課
商
工
観
光
振
興
係
長
）、

同
係
・
渡
邉
友
美
（
総
務
課
）、
田
上

和
広
（
建
設
課
）、
浅
木
友
治
（
新
規

採
用
）
▼
徴
収
係
・
緒
方
綾
子
（
新
規

採
用
）

●
住
民
生
活
課
▼
住
民
生
活
課
長
・
福

島
明
広
（
総
務
課
審
議
員
兼
文
書
管
財

係
長
）、
同
課
審
議
員
兼
保
険
係
長
・

井
上
惠
子
（
同
課
同
係
長
）
▼
保
険

係
・
髙
森
麻
里
（
企
画
財
政
課
）

●
福
祉
課
▼
福
祉
課
長
・
上
村
美
智
子

（
同
課
審
議
員
兼
介
護
保
険
係
長
）
▼

平成26年度の町組織
再編および人事異動

今年度もよりよい行政サービスを目指します

福
祉
係
・
伊
豆
野
加
奈
子
（
企
画
財
政

課
）、
吉
田
一
真
（
新
規
採
用
）
▼
介

護
保
険
係
長
・
柴
田
郁
子
（
税
務
課
）

●
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
▼
総
合
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
所
長
・
甲
斐
隆
（
会
計
管
理
者

兼
会
計
課
長
）

●
環
境
衛
生
課
▼
環
境
衛
生
課
審
議
員

兼
水
道
係
長
・
橋
本
良
一
（
同
係
長
）、

同
係
・
遠
山
康
浩
（
会
計
課
）、
前
田

大
樹
（
建
設
課
）

●
産
業
振
興
課
▼
産
業
振
興
課
長
〔
農

業
委
員
会
事
務
局
長
兼
務
〕・
鳴
瀬
美

善
（
同
課
農
林
振
興
係
長
）
▼
農
林
振

興
係
長
・
川
端
励
志
（
同
課
農
地
係

長
）、
同
係
・
本
田
裕
一
郎
（
再
任
用
）、

吉
永
巧
（
環
境
衛
生
課
）、
佐
々
木
雲

海
（
福
祉
課
）、
中
西
加
奈
（
新
規
採

用
）
▼
商
工
観
光
振
興
係
長
・
中
林
健

次
（
く
ら
し
安
全
推
進
室
同
係
長
）
▼

農
地
係
長
〔
農
業
委
員
会
事
務
長
兼

務
〕・
松
野
洋
幸
（
税
務
課
）

●
建
設
課
▼
建
設
課
長
・
志
戸
岡
弘

（
同
課
建
設
係
長
）
▼
建
設
係
長
・
白

石
亨
（
環
境
衛
生
課
）、
同
係
・
伊
佐

坂
光
輝
（
任
期
付
）、
髙
見
拓
郎
（
産

業
振
興
課
）
▼
管
理
係
・
久
米
修
永

（
産
業
振
興
課
）

●
会
計
課
▼
会
計
管
理
者
兼
会
計
課

長
・
星
本
敏
也
（
御
船
町
甲
佐
町
衛
生

施
設
組
合
事
務
局
長
）
▼
会
計
係
長
・

松
岡
博
信
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）

●
町
民
セ
ン
タ
ー
▼
町
民
セ
ン
タ
ー
所

長
・
吉
岡
英
二
（
税
務
課
課
税
係
長
）

●
議
会
事
務
局
▼
議
会
事
務
局
長
〔
監

査
事
務
事
務
局
長
兼
務
〕・
岡
本
幹
春

（
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）

●
学
校
教
育
課
▼
学
校
教
育
課
長
・
古

閑
敦
（
同
課
学
校
教
育
係
長
）
▼
学
校

教
育
係
長
・
山
本
洋
子
（
会
計
課
会
計

係
長
）、
同
係
・
小
柳
弘
美
（
任
期
付
）、

田
代
愛
子
（
福
祉
課
）

●
社
会
教
育
課
▼
社
会
教
育
係
・
丁
畑

望
（
新
規
採
用
）
▼
社
会
体
育
係
・
吉

本
康
昭
（
新
規
採
用
）

〔
派
遣
〕

●
御
船
町
甲
佐
町
衛
生
施
設
組
合
▼
事

務
局
長
・
本
田
克
典
（
町
民
セ
ン
タ
ー

所
長
）

●
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
・
本
田
豊
（
企
画
財
政
課
）

●
県
健
康
福
祉
部
認
知
症
対
策
・
地
域

ケ
ア
推
進
室
・
吉
川
英
徳
（
住
民
生
活

課
）

【
５
月
１
日
付
け
人
事
異
動
】

●
社
会
教
育
課
▼
社
会
体
育
係
長
・
後

藤
喜
治
（
同
係
）

※ 

〔
か
っ
こ
〕
内
は
兼
務
、（
か
っ
こ
）

内
は
旧
職
ま
た
は
旧
所
属
先
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男
女
共
同
参
画

町総務課　TEL096‒234‒1140（内線241）　
klg202@town.kosa.lg.jp

■
「
イ
ク
メ
ン
」
な
ど
の
皆
さ
ん
を

　
ご
紹
介

　
共
働
き
家
庭
な
ど
の
増
加
で
、
家
事

や
子
育
て
に
積
極
的
に
参
加
す
る
男
性

が
増
え
て
い
ま
す
。

　
男
性
の
皆
さ
ん
に
、
男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

「
家
事
男
（
カ
ジ
ダ
ン
・
男
の
人
が
進

ん
で
家
事
を
行
う
こ
と
）」、「
育
爺
（
イ

ク
ジ
イ
・
孫
の
育
児
を
手
伝
う
お
じ
い

さ
ん
の
こ
と
）」、「
イ
ク
メ
ン
（
育
児

に
励
む
男
の
人
の
こ
と
）」
の
皆
さ
ん

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
娘
と
遊
ん
で
い
る
時
が
一
番
の
心

　
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　
娘
が
誕
生
し
て
７
か
月
。
日
々
成
長

す
る
姿
に
感
激
し
て
い
る
。
昨
日
で
き

な
か
っ
た
こ
と
が
今
日
で
き
て
、
そ
の

瞬
間
に
立
ち
会
え
る
だ
け
で
と
て
も

ハ
ッ
ピ
ー
に
な
る
。

　
そ
れ
と
と
も
に
、
親
と
し
て
の
責
任

を
感
じ
る
場
面
も
日
に
日
に
実
感
し
始

め
て
い
る
。
娘
の
一
番
近
く
に
い
る
の

は
私
と
妻
で
あ
り
、
私
た
ち
の
教
育
次

第
で
娘
の
未
来
を
良
い
方
に
も
悪
い
方

に
も
変
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
ん
な

不
安
を
抱
き
つ
つ
も
、
娘
の
笑
顔
に
は

と
て
も
癒
さ
れ
て
お
り
、
遊
ん
で
い
る

時
が
一
番
の
心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と

な
っ
て
い
る
。

　
娘
が
頑
張
っ
て
成
長
し
、
最
高
の
時

間
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
も
ら
っ
て
い
る

の
だ
か
ら
、
私
も
親
と
し
て
恥
じ
ぬ
よ

う
成
長
し
て
い
き
た
い
。（
Ｄ
・
Ｎ
）

■
家
事
や
子
育
て
に
奮
闘
す
る
様
子

　
を
ご
紹
介
さ
せ
て
く
だ
さ
い

　
男
性
の
皆
さ
ん
方
が
日
ご
ろ
の
家
事

や
子
育
て
に
奮
闘
さ
れ
て
い
る
様
子
を

ぜ
ひ
『
広
報
こ
う
さ
』
で
ご
紹
介
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

※ 

応
募
す
る
際
は
、
写
真
お
よ
び
子
育

て
に
つ
い
て
の
意
見
な
ど
を
町
総
務

課
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
総
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　（
内
線
２
４
１
）

家事や子育てに奮闘する
男 性 を ご 紹 介 ⑥

娘 の 成 長 す る 姿 に 日 々 感 激 し て い る

福
祉

町福祉課　TEL096‒234‒1114( 内線144) 
klg205@town.kosa.lg.jp

■
４
月
か
ら
児
童
福
祉
に
関
す
る

　
手
当
の
額
が
変
更
に

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

在
宅
で
中
程
度
以
上
の
障
が
い
の
あ
る
20

歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
対

し
て
支
給
す
る
手
当

【
変
更
後
の
手
当
額
】

・
１
級
…
月
額
　
４
９，

９
０
０
円

・
２
級
…
月
額
　
３
３，

２
３
０
円

●
障
害
児
福
祉
手
当

　
在
宅
で
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常

生
活
に
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
未

満
の
人
に
対
し
て
支
給
す
る
手
当

【
変
更
後
の
手
当
額
】

・
月
額
　
１
４，

１
４
０
円

●
特
別
障
害
者
手
当

　
在
宅
で
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常

生
活
に
常
に
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る

20
歳
以
上
の
人
に
対
し
て
支
給
す
る
手
当

【
変
更
後
の
手
当
額
】

・
月
額
　
２
６，

０
０
０
円

●
福
祉
手
当
（
経
過
措
置
分
）

　
福
祉
手
当
制
度
の
廃
止
後
、
福
祉
手
当

を
受
給
し
て
い
た
も
の
（
20
歳
以
上
）
で

特
別
障
害
者
手
当
の
要
件
に
該
当
せ
ず
、

か
つ
障
害
基
礎
年
金
も
支
給
さ
れ
な
い
障

が
い
者
に
対
し
て
従
前
の
例
に
よ
り
支
給

す
る
手
当

【
変
更
後
の
手
当
額
】

・
月
額
　
１
４，

１
４
０
円

●
児
童
扶
養
手
当

　
父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

な
い
子
ど
も
が
育
成
さ
れ
る
家
庭
（
ひ
と

り
親
家
庭
等
）
の
生
活
の
安
定
と
自
立
の

促
進
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

支
給
す
る
手
当

【
変
更
後
の
手
当
額
】

・
全
部
支
給
…
４
１，

０
２
０
円

・
一
部
支
給
…
４
１，

０
１
０
円
〜

９，

６
８
０
円

・
第
２
子
…
５，

０
０
０
円

・
第
３
子
以
降
…
３，

０
０
０
円

※
各
手
当
は
、
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
が

　
あ
り
ま
す
。

▼
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
福
祉
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　（
内
線
１
４
４
）

手当に間するお問い合わせは町福祉課まで

福祉に関する手当の
額が変わりました
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　　　がご紹介したいおすすめ
　　　の本は、『暮しの手帖』
の 編 集 長 で あ り、「Cow 
Books」代表でもある松浦弥太
郎さんの『今日のベリーグッド
「しあわせを生む小さな種」』で
す。
 みなさんは、日々どのように
過ごされていますか？
　私は、毎日子育てに仕事に家
事にと、忙しい事を理由にバタ

バタと過ご
しています。
　表紙にき
れいなバラ
の花びらが
描かれたこ
の本には、
日々の暮ら
しの中で見

つけることのできるしあわせの
種を、自分の中のお庭に蒔
（ま）いて大切に育て、心に美
しい花を咲かせる素敵なアイ
ディアがたくさん紹介されてい
ます。
　これをヒントにして、私もい
くつかの種を蒔いてみたくなり
ました。「種を蒔くのもあなた、
種を育てるのもあなた、水を撒
くのもあなた」「蒔いた種はい
つか必ず花が咲く」とあります。

　みなさんもこの本を読んで、
しあわせの種を蒔いてみませ
んか。

私 R
ead T

his S
tory!

～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
　『しあわせを生む小さな種』（松浦弥太郎著）

松野　歩さん
〔糸田区〕

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人３冊まで、８日間

●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　TEL 096-234-2447（内線331）
　
klg110@town.kosa.lg.jp

図書室からのお知らせ

■本の入荷について

　図書室では、新刊本や話

題の本など、新しい本を入

荷しています。

　本のリクエストについて

も、図書室カウンターにて

受け付けています。皆さん

の読みたい本や気になる本

などがありましたら、お知

らせください。

　また、お探しの本などが

ありましたら、お気軽にカ

ウンターにご相談ください。

元窓際講師＆厚生労働省の変人

役人の凸凹コンビ最後の事件。

病院長の手足となって働く田口

医師への今回の依頼は、誤診疑

惑の調査。検体取り違えか、そ

れとも診断ミスか。田口＆白鳥

コンビが調査に乗り出した。バ

チスタシリーズ真の最終章。登

場人物相関図や600人近くに及

ぶシリーズ全登場人物表なども

収録。読み応えのある１冊です。

宝島社

小説

バチスタシリーズ・真の最終章
海堂 尊著 /『カレイドスコープの箱庭』 

おとなも思わず冒険したくなる実用絵本
とだ　こうしろう作・絵 /『にっぽんちず絵本』

心も舌も喜ぶ世界への旅に出かけよう
西川 治著 /『死ぬまでに絶対行きたい世界一周食の旅』

世界の市場から旅先での朝食、

名物料理や、絶品ソウルフード

まで。世界中を食べ歩いて50

年の写真家が、自信を持ってお

すすめする「美味しい旅」。冬

のパリのオニオンスープ、香港

の船上で味わう家庭料理、メキ

シコのトルティーヤ。旅先で味

わうものは、その国の息づかい

そのもの。旅気分を味わえて、

おなかがすいてくる１冊です。

ＰＨＰ研究所

教育・娯楽

あの大震災に直撃されながら、

東京電力の福島原発と東北電力

の女川原発は明暗を分けた。福

島原発より震源に近く、大きな

揺れと高い津波に襲われながら、

３基そろって「冷温停止」を果

たし、避難してきた地元民数百

人を敷地内に受け入れた女川原

発。危機において、企業の生死

を分かつものとは。気鋭のノン

フィクション作家の話題作。

日経ＢＰ社

一般書

原発問題を考える前に一読すべき本
町田 徹著 /『電力と震災』

幼児からを対象にした初めての

地図絵本。作者独特の、シンプ

ルで色彩豊かなイラストで、北

海道から沖縄までを丁寧に紹介。

山の高さ比べ、川の長さ比べ、

湖の深さ比べ、鉄道、新幹線、

高速道路、日本の動物など、子

どもの好奇心に応えます。地図

の苦手なお母さんにも大好評。

地図が楽しくて、地理が好きに

なると大人気のおすすめの絵本。
戸田デザイン研究室

児童書

心にうつくしい花を咲かせる素敵なア
イデア。『暮しの手帖』編集長が見つ
けた、必ず花が咲くしあわせの種をお
すそわけする、著者の「幸福論」。

今月の案内人

●あなたの「おすすめ図書」を

　ご紹介してみませんか？

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）
　
klg110@town.kosa.lg.jp
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●子どもの人権について

一人の人間として尊重しましょう

　いじめや体罰を理由に児童・生徒

が自殺したり、親の養育放棄で乳幼

児が衰弱死したり、児童ポルノをイ

ンターネットで販売した男性が逮捕

されたり…。

　子どもが被害者である報道の一部

ですが、このように痛ましい事案が

後を絶ちません。子どもも１人の人

間として最大限に尊重され、守られ

なければなりません。

　今月号では、多様化する子どもの

いじめについてご紹介します。

いじめをしない、いじめをさせない

　最近の子どものいじめは、多様化

が進み、情報通信機器の介在により、

いじめが一層見えにくくなっている

実態も見られます。

　また、いじめは些細な行為から危

険を伴う行為へつながることも少な

くないことから、人権の観点からも

重視すべき課題となっています。

　いじめをする子どもやいじめを見

て見ぬふりをする子どもが生じる原

因や背景には、子どもを取り巻く学

校、家庭や社会環境等が複雑に絡み

合った問題がありますが、その根底

には、他人に対する思いやりやいた

わりといった人権尊重意識の希薄さ

があると思われます。

　この問題を解決するためには、お

互いの異なる点を個性として尊重す

るなどの人権意識を養っていくこと

が重要です。

法務省人権擁護局

「平成 25年度版人権の擁護」より

●公民館講座や町民大学などに関する

　お申し込み・お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）
　
klg110@town.kosa.lg.jp

　
３
月
26
日
（
水
）、
町
民
大

学
で
は
、
平
成
25
年
度
最
後
の

講
座
と
閉
講
式
を
町
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
講
座
で
は
、
歌
手
の
一
ノ
瀬

た
け
し
さ
ん
親
子
の
歌
と
ト
ー

ク
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
一
ノ

瀬
さ
ん
は
鹿
本
町
出
身
。
高
校

を
卒
業
し
た
18
歳
の
と
き
に
、

突
然
意
識
不
明
の
心
肺
停
止
状

態
と
な
り
、
そ
れ
が
原
因
で
高

次
脳
機
能
障
害
の
後
遺
症
で
障

が
い
が
あ
り
ま
す
。
自
宅
看
護

と
リ
ハ
ビ
リ
の
中
で
自
立
し
た

歌
手
に
な
る
こ
と
を
思
い
立
ち
、

家
族
の
支
え
も
あ
っ
て
、
各
地

で
歌
手
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
「
僕
の
道
し
る

べ
」「
栄
光
の
か
け
橋
」
な
ど

を
歌
い
、
き
れ
い
な
歌
声
を

ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に
響
か
せ
て

受
講
生
を
感
動
さ
せ
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
も
、
町
民
大
学

で
は
さ
ら
に
多
く
の
受
講
生
の

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
開
講
式
は
５
月
21

日
（
水
）
で
す
。

　
公
民
館
自
主
講
座
の
学
習
発

表
会
を
、
４
月
19
日
（
土
）
町

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、
ダ
ン

ス
や
コ
ー
ラ
ス
、
オ
カ
リ
ナ
な

ど
10
講
座
約
１
０
０
人
の
出
場
。

お
そ
ろ
い
の
華
や
か
な
衣
装
で

１
年
間
の
学
習
成
果
を
十
分
に

披
露
し
ま
し
た
。

　
展
示
発
表
で
は
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
モ
ー
ル
に
水
墨
画
や
絵
画
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
な
ど
手
工
芸
７

講
か
ら
受
講
生
の
自
信
作
が
出

展
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
各
講
座
で
は
随
時
募

集
し
て
お
り
ま
す
の
で
お
気
軽

に
講
座
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

講
演
会
お
よ
び
閉
講
式

▼

町
民
大
学

学
習
発
表
会
を
開
催

▼

公
民
館
自
主
講
座

▲ステージできれいな歌声を披
露する一ノ瀬さん親子

▲各講座ごとに日ごろの学習成
果を発表（写真は３Ｂ体操）

　　　　　

平成２６年度町民大学開講式

●日時　５月21日（水）

●会場　町生涯学習センター・　

　　　ホール

●内容

◯開講式　午前10時

◯開演　　午前10時20分

・演題　「認知症とその介護につ

　いて」

・講師　高橋恵子さん

　　　　（㈲せせらぎ 代表取締役）

　どなたでも参加できますので、

ご近所お誘いの上、たくさんの参

加者をお待ちしています。

●人権に関するお問い合わせ先

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）
　
klg110@town.kosa.lg.jp
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あ
ゆ
み
だ
よ
り

介護予防 の話
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❖ 
若
い
う
ち
か
ら
認
知
症
予
防
を

意
識
し
ま
し
ょ
う

平
成
24
年
度
に
お
け
る
本
町
で
の

新
規
の
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
数
は

１
４
８
人
で
し
た
。
認
定
理
由
で
多

か
っ
た
の
が
次
の
４
項
目
で
す
。

①
認
知
症
34
人
（
23
㌫
）

②
骨
折
や
膝
・
腰
等
の
関
節
疾
患
33
人

　（
22
㌫
）

③
老
化
な
ど
に
よ
る
筋
力
低
下
29
　
人

　（
20
㌫
）

④
脳
血
管
疾
患
14
人
（
10
㌫
）

こ
の
中
で
注
目
し
た
い
の
が
、
そ

の
平
均
年
齢
で
す
。
認
知
症
が
認
定
理

由
と
な
っ
た
人
の
年
齢
が
83
・
３
歳
、

関
節
疾
患
が
82
・
７
歳
、
筋
力
低
下
が

86
・
７
歳
、
脳
血
管
疾
患
が
76
・
４
歳

で
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
町
の
認
定
者

は
あ
る
程
度
年
齢
が
進
ん
で
か
ら
の
認

定
で
あ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
、
日
ご

ろ
か
ら
介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
る

成
果
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

高
齢
化
に
伴
い
介
護
給
付
費
の
伸
び
は

続
い
て
お
り
、
年
間
11
億
円
を
超
え
て

い
ま
す
。
１
人
あ
た
り
を
計
算
す
る
と

年
間
約
30
万
円
以
上
に
な
り
ま
す
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
な
ど
の
認
知

症
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
脳
の
血
液

の
流
れ
を
良
好
に
保
つ
こ
と
が
重
要
と

な
り
ま
す
。
脳
だ
け
で
体
全
体
の
20
㌫

の
酸
素
と
ブ
ド
ウ
糖
の
供
給
を
受
け
る

必
要
が
あ
る
の
で
、
介
護
予
防
の
た
め

に
も
血
管
の
質
を
保
つ
こ
と
が
一
番
で

す
。
そ
れ
に
は
、
長
年
の
生
活
習
慣
が

大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
の
で
、
働
き
盛

り
の
現
役
世
代
か
ら
介
護
予
防
を
見
通

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
認
知
症
状
が
早
期
の
う
ち

に
専
門
医
を
受
診
し
進
行
を
食
い
止
め

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

❖ 

介
護
に
な
る
危
険
性
が
高
い
ロ

コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

運
動
器
の
障
害
の
た
め
に
移
動
能

力
の
低
下
を
来
し
て
、
要
介
護
に
な
っ

て
い
た
り
、
要
介
護
に
な
る
危
険
の
高

い
状
態
を
「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
」と
い
い
ま
す
。
こ
れ
は
筋
肉
、

骨
、
関
節
、
軟
骨
、
椎
間
板
と
い
っ
た

運
動
器
の
い
ず
れ
か
、
も
し
く
は
複
数

に
障
害
が
起
き
、
歩
行
や
日
常
生
活
に

何
ら
か
の
障
害
を
き
た
し
て
い
る
状
態

で
す
。

こ
の
症
状
に
対
し
て
、
科
学
的

根
拠
に
基
づ
き
７
つ
の
簡
単
な
自
己

チ
ェ
ッ
ク
方
法
が
あ
り
ま
す
。
７
つ
の

う
ち
１
つ
で
も
当
て
は
ま
れ
ば
、
ロ
コ

モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

【
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

自
己
チ
ェ
ッ
ク
】

①
家
の
中
で
つ
ま
ず
い
た
り
滑
っ
た
り

　
す
る
。

②
階
段
を
上
る
の
に
手
す
り
が
必
要
で

　
あ
る
。

③
15
分
く
ら
い
続
け
て
歩
け
な
い
。

④
横
断
歩
道
を
青
信
号
で
渡
り
き
れ
な

　
い
。

⑤
片
足
立
ち
で
靴
下
が
履
け
な
い
。

⑥
２
㌔
程
度
の
買
い
物
を
し
て
持
ち
帰

　
る
の
が
困
難
で
あ
る
。

⑦
家
の
や
や
重
い
仕
事（
掃
除
機
が
け
、

　
布
団
の
上
げ
下
ろ
し
な
ど
）
が
困
難

　
で
あ
る
。

チ
ェ
ッ
ク
項
目
を
見
て
、
働
き
盛

り
の
現
役
世
代
の
皆
さ
ん
の
中
に
、
靴

下
を
履
く
際
、
ふ
ら
つ
い
て
い
る
人
は

い
ま
せ
ん
か
。

今
後
も
町
の
健
康
診
断
事
業
と
介

護
予
防
事
業
の
ご
活
用
を
お
願
い
し
ま

す
。
そ
の
際
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
お
知
ら
せ

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
、

「
認
知
症
の
人
を
支
え
る
家
族
の
つ
ど

い
」
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

５
月
21
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
〜

午
後
３
時

働
き
盛
り
の
現
役
世
代
か
ら
介
護
予
防
を

見

通

す

こ

と

が

重

要

で

す

　テーマは「若いうちからの介護
予防」ついて。高齢化に伴い介護
にかかる費用も増加している現在、
早期に介護予防を行うことの大切
さ、ロコモティブシンドロームの
自己チェック方などを清田保健師
が紹介します。
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●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

５月の子育て支援カレンダー

|地域子育て支援センター
　（竜野保育園内） TEL096-234-0305

２日（金） 小麦粉粘土遊び

７日（水） 積み木遊び

９日（金） フォトフレーム作り

12日（月） 戸外遊び

14日（水） 誕生会（要予約）

16日（金） ままごと遊び

19日（月） ブロック遊び

21日（水） 親子で布絵本を見よう

23日（金） 春の散歩

26日（月） 壁面作り（アジサイ )

28日（水） おやつ作り（ホットケーキ）

30日（金） 戸外遊び

 育児相談（月～金曜日 )

 体験保育（午前９時30分～正午）

５・６月の保健活動
　●会場　町総合保健福祉センター

　 ４か月児健診

　　５月15日（木）　午前９時

　　６月19日（木）　午前９時

　 ７か月児健診

　　５月15日（木）　午前10時

　　６月19日（木）　午前10時

　 10か月児教室

　　６月13日（金）　午前９時30分

　 １歳６か月児健診

　　５月13日（火）　午後１時

　　６月３日（火）　午後１時

　 ２歳児よい歯の教室

　　５月30日（金）　午前９時30分

　 ３歳児健診

　　５月13日（火）　午後１時20分

　　６月３日（火）　午後１時20分

　 ＢＣＧ予防接種

　　５月20日（火）　午後１時30分

　 日本脳炎予防接種

　　５月９日（金）　午後１時30分

　　５月12日（月）　午後１時30分

　　５月16日（金）　午後１時30分

　　５月26日（月）　午後１時30分

　　５月27日（火）　午後１時30分

　　５月30日（金）　午後１時30分

　　６月16日（月）　午後１時30分

　　６月17日（火）　午後１時30分

　　６月20日（金）　午後１時30分

　　６月24日（火）　午後１時30分

●健康や福祉、介護、健康診断などに

　関するご相談・お問い合わせ先

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711
　
klg113@town.kosa.lg.jp

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

●お子さんの“笑顔”の写真掲載に

　関するお申し込み・お問い合わせ先

　町総合保健福祉センター

　TEL096-235-8711
　
klg113@town.kosa.lg.jp

池田 魁
かい

叶
と

 くん（１歳）

　父・新 さん　母・真琴 さん
　（中早川区）

　パパ、ママ、大好き♡
　　　　　　　

　

山形 実
み

弥
や

 ちゃん（１歳）

　父・和広 さん　母・いくみ さん
　（辺場区）

　実弥ちゃん、いつも可愛い笑顔

　ありがとう。これからも元気に

　すくすく育ってね！！

|甲佐保育園 TEL096-234-0186

園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

|若草保育園 TEL096-234-0013

２日（金） はじめましてこんにちは

16日（金） おそとであそぼう

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

|竜野保育園 096-234-0519

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

|乙女保育園 TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

|緑川保育所 TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

TEL



５
May 2014

今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）
●町教育委員会
 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）
●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711
●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755
●町民センター

　 TEL096-234-2459
●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255
●町老人憩いの家
 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423
●御船町甲佐町衛生施設組合
 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688
●上益城消防署

　 TEL096-282-1955
●御船警察署

　 TEL096-282-1110
●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891
●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）
●県御船保健所

　 TEL096-282-0016
●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）

▼
鶏
肉
や
鶏
卵
の
安
全
性
に
つ
い
て

　
県
内
で
４
月
13
日
（
日
）
に
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
ま
し

た
が
、
国
は
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
感
染
し
た
鶏
肉
や
鶏
卵
を
食
べ

る
こ
と
に
よ
っ
て
人
に
感
染
す
る

こ
と
は
な
い
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
安
心
し
て
お
召

し
上
が
り
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

発
生
し
た
農
場
は
、
感
染
が
疑
わ

れ
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
時
点
か

ら
既
に
ニ
ワ
ト
リ
な
ど
の
移
動
を

制
限
し
て
お
り
、
ま
た
、
発
生
し

た
場
所
か
ら
半
径
３
㌔
以
内
の
区

域
で
は
出
荷
制
限
が
か
け
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
感
染
し
た
鶏
肉

や
鶏
卵
は
市
場
に
流
通
し
て
い

ま
せ
ん
。

　
通
常
、
鶏
肉
、
鶏
卵
は
、
流
通

前
に
洗
浄
、
消
毒
な
ど
が
行
わ
れ

て
お
り
、
国
内
で
流
通
し
て
い
る

鶏
肉
や
鶏
卵
は
安
全
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
県
健
康
危
機
管
理

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
健
康
危
機
管
理
課

　
TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
４
８

▼
死
亡
野
鳥
を
発
見
し
た
際
の
対

　
応
に
つ
い
て

　
県
で
は
、
死
亡
し
た
り
弱
っ
た

り
し
た
野
鳥
が
発
見
さ
れ
た
場
合
、

必
要
に
応
じ
て
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
感
染
の
有
無
に
つ
い
て
の
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
野
鳥
が
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
こ

と
を
早
期
に
発
見
し
、
野
鳥
か
ら

の
感
染
拡
大
や
ニ
ワ
ト
リ
な
ど
の

家
畜
へ
の
感
染
を
予
防
す
る
た
め

に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
死
亡
し
た
野
鳥
を
見
つ
け
ら
れ

た
際
は
、
県
自
然
保
護
課
ま
た
は

お
近
く
の
県
地
域
振
興
局
ま
で
、

情
報
の
ご
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
野
鳥
は
さ
ま
ざ
ま
な
理

由
で
死
亡
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

死
亡
し
た
野
鳥
に
は
素
手
で
触
ら

な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
自
然
保
護
課

　
TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
７
５

　
平
成
24
年
４
月
に
開
設
し
た
上

益
城
郡
内
４
町
に
よ
る
消
費
生
活

相
談
窓
口
が
、
今
年
度
か
ら
新
た

に
益
城
町
を
含
め
た
上
益
城
広
域

連
携
５
町
に
よ
る
相
談
窓
口
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
窓
口
で
は
、
消
費
生
活
専
門
の

相
談
員
が
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
取

引
な
ど
に
関
す
る
苦
情
を
受
け
付

け
、
公
平
な
立
場
に
立
っ
て
問
題

解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
ま
た
、
悪
質
商
法
や
多
重
債
務
、

架
空
請
求
な
ど
の
消
費
ト
ラ
ブ
ル

相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
ま
ず
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
相
談
は
無
料
で
、
面
談

の
ほ
か
に
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
相
談
に
お
越
し
の
際
は
、
契
約

や
取
引
に
関
係
す
る
書
類
な
ど
、

参
考
に
な
る
も
の
が
あ
れ
ば
ご
準

備
く
だ
さ
い
。

▼
各
町
の
窓
口
案
内

・
毎
週
月
曜
日
　
益
城
町
役
場
１

　
階
会
議
室
Ａ

　
TEL
０
９
６
‐
２
８
６
‐
３
１
１
１

・
毎
週
火
曜
日
　
御
船
町
役
場
２

　
階
総
務
課
相
談
室

　
TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
１

・
毎
週
水
曜
日
　
嘉
島
町
役
場
１

　
階
相
談
室

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
７
‐
１
１
１
２

・
毎
週
木
曜
日
　
甲
佐
町
老
人
い

　
こ
い
の
家
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
３
２
２
３

・
毎
週
金
曜
日
　
山
都
町
矢
部
保

　
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
千
寿
苑

　
TEL
０
９
６
７
‐
７
２
‐
３
１
３
３

※
５
町
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
は
、

　
ど
の
町
の
相
談
窓
口
も
利
用
で

　
き
ま
す
。

日 曜 当 番 医
月　日 当番医 電話番号

５月４日 小 屋 迫 医 院 TEL096-234-0165

５月11日 荒 瀬 病 院 TEL096-234-1161

５月18日 甲 佐 眼 科 TEL096-235-5600

５月25日 谷 田 病 院 TEL096-234-1248

doctor

町税などの滞納処分（３月分）
種　別 件数・金額など

家 宅 捜 索 ０件

動 産 差 し 押 さ え ０点

債 権 差 し 押 さ え 400,675円

公 売 代 金 30,849円

交 付 要 求 ０件

tax

ｉ
お
知
ら
せ

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の

対

応

に

つ

い

て

消
費
生
活
相
談
窓
口
広
域
連
携
に

益

城

町

が

新

た

に

加

入
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Monthly Information

　
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
後
に
重

い
病
気
に
な
っ
た
事
例
が
あ
っ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
平
成
17
年

度
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
、
日
本

脳
炎
の
予
防
接
種
の
ご
案
内
を
行

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
後
新

た
な
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
、
予

防
接
種
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
接
種
機
会
を
逃
し

て
い
る
対
象
者
に
は
、
順
次
ご
案

内
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
な
お
接
種
機
会
を
逃
し
た
、
平

成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
19
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
皆
さ
ん
は
、

20
歳
未
満
（
20
歳
誕
生
日
の
前
日

ま
で
）
で
あ
れ
ば
、
不
足
し
て
い

る
接
種
回
数
分
、
日
本
脳
炎
の
定

期
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
の
履
歴

を
母
子
手
帳
で
ご
確
認
の
上
、
不

足
し
て
い
る
方
は
、
こ
の
機
会
に

接
種
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
お
勧
め

し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
７
１
１

　
６
月
２
日
（
月
）
か
ら
７
日

（
土
）
ま
で
、
上
益
城
郡
歯
科
医

師
会
会
員
歯
科
医
院
に
お
い
て
無

料
歯
科
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

 

検
診
を
受
け
た
人
に
は
、
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す
が
、
粗
品
を
進

呈
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
７
１
１

　「
ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金
」

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
心
温
ま
る
ご
好
意
を

町
の
振
興
の
た
め
に
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
引
き
続
き
、

多
く
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
平
成
25
年
度
寄
附
金
額
合
計

　
４
７
５，

０
０
０
円

　
　
　
　
　
　（
３
月
31
日
現
在
）

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
総
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　（
内
線
２
２
４
）

　

k

lg
1
0
2
@
tow
n
.k
osa.lg

.jp

クリーンセンターへのごみ搬入量（3月分）
種　別 搬入量 前月比較 前年比較

可 燃 ご み 203,140 33,170 4,880

資 源 ご み 26,580 1,550 11,760

粗 大 ご み 6,140 2,130 2,410

合 計 235,860 36,850 19,050

※単位・㌔ 

      environmental preservation

交 通 事 故 件 数
種　別 発生件数 前年比較

事故件数 ２ （△ 11）

死 者 ０ （△１）

傷 者 ２ （△ 15）

４月15日現在（カッコ内は前年比較）

               traffic safety

出 動 火 災 件 数
種　別 発生件数 前年比較

家 屋 ０ （０）

原 野 ０ （０）

そ の 他 ０ （△１）

合計件数 ０ （△１）

４月15日現在（カッコ内は前年比較）

               fire prevention  

　町内上揚地区甲佐神社の境内に

は、平成 22 年町文化財に指定さ

れた ｢緑川上流通漕碑｣ がありま

す。

　今でこそ、上揚地区から上流

側、緑川沿いの甲佐、美里、山都

地域は川に沿った道路を車で行き

来していますが、江戸時代までは

牛馬で行き来しており、物資の流

通は小規模な石橋 ( 広瀬旧道眼鏡

橋など ) や険しく狭い山道が支え

ていました。物資の流通に支障を

来たすため、江戸時代後期には緑

川の川浚を行い、上流から中流ま

でを船でつなぐ通漕が計画され

ました。緑川上流通漕碑には、こ

の川浚の記録が残されており、計

画に携わった役人渡辺寛太が文化

３年 (1813) に碑文で記しました。

　緑川上流通漕碑に刻まれた工事

の記録は、一つの出来事を示すだ

けですが、示された出来事は、物

資の流通を刺激し人々の生活を潤

した、河川を中心にした発展の契

機を示す貴重な歴史資料といえま

す。

甲佐町の文化財探訪　～第1２回～

「緑川上流通漕碑」

古きを訪ねて甲佐町を知る

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 322）　
klg110@town.kosa.lg.jp

ｇ

お
礼

ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
に

関
す
る
案
内
に
つ
い
て

上
益
城
郡
歯
科
医
師
会

無
料
歯
科
検
診
の
お
知
ら
せ
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Monthly Information

平成26年度公民館主催講座の開催のご案内について

　
熊
本
地
方
法
務
局
に
よ
る
無
料

の
登
記
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
、
土
地
や
建
物
な
ど
の
売

買
、
贈
与
、
相
続
な
ど
の
登
記
に

関
す
る
相
談
に
つ
い
て
法
務
局
職

員
が
対
応
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　
５
月
８
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　
午
後
４
時

※
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は
除

　
き
ま
す
。

▼
場
所

　
御
船
町
役
場
２
階
相
談
室

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
地
方
法
務
局

　
TEL
０
９
６
‐
３
６
４
‐
２
１
４
５

　
甲
佐
町
の
田
園
と
里
山
に
囲
ま

れ
た
空
気
の
き
れ
い
な
農
道
を
、

「
た
つ
の
ウ
ォ
ー
ク
」
に
参
加
し

て
、
家
族
や
友
だ
ち
と
ゆ
っ
く
り

歩
い
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
自
然
観
察
や
、
地
域
の
歴
史
に

興
味
の
あ
る
人
に
も
お
勧
め
で
す
。

▼
開
催
日
程

　
５
月
25
日
（
日
）
午
後
３
時
　

　
※
雨
天
中
止

▼
内
容

・
第
１
部
（
午
後
３
時
〜
午
後
７

　
時
）

・
た
つ
の
ウ
ォ
ー
ク

　
龍
野
ふ
れ
あ
い
広
場
〜
若
一
王

　
神
社
〜
癒
し
館
ほ
た
る

　
地
域
物
産
販
売

　
農
作
業
体
験
ほ
か

・
第
２
部
（
午
後
７
時
〜
午
後
８

　
時
30
分
）

　
ほ
た
る
の
観
察
会

※
懐
中
電
灯
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

▼
集
合
場
所

　
龍
野
ふ
れ
あ
い
広
場

▼
定
員

　
50
人

▼
参
加
費

　
小
学
生
以
上
５
０
０
円

※
保
険
料
・
軽
食
代
含
む
。

▼
申
込
期
限

　
５
月
18
日
（
日
）

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
風
と
土
の
会

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
５
‐
３
７
５
５

　
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
4
月
か
ら
「
子
育
て
サ
ロ

ン
い
と
だ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
乳
幼
児
の
親
子
が
気
軽
に
集
い

交
流
し
、
子
育
て
の
情
報
交
換
や

親
の
仲
間
つ
く
り
、
多
世
代
が
交

流
す
る
中
で
子
ど
も
の
育
ち
あ
い

を
見
守
る
場
で
す
。

▼
日
時

　
毎
週
　
水
曜
日
・
金
曜
日

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
こ
の
時
間
内
、
都
合
の
つ
く
と

　
き
に
い
つ
で
も
ど
う
ぞ
！

▼
場
所

　
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　（
中
早
川
児
童
館
内
）

▼
利
用
料

　
無
料

　
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
り

な
が
ら
自
分
も
元
気
を
も
ら
い
た
い
、

そ
ん
な
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　（
中
早
川
児
童
館
内
）

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
５
１
８
５

　
携
帯
０
９
０
‐
１
５
１
３
‐
５
３
２
８

・
町
福
祉
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　（
内
線
１
４
３
）

　

k

lg
2
0
5
@
tow
n
.k
osa.lg

.jp

　
町
で
は
、
耕
作
放
棄
地
や
遊
休

農
地
な
ど
の
解
消
お
よ
び
環
境
保

ｒ
募
集

ヒ
マ
ワ
リ
の
種
を
耕
作
放
棄
地

な
ど
に
ま
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

Event

ｅ
開
催

た
つ
の
ウ
ォ
ー
ク
開
催
の

お
知
ら
せ
（
５
月
25
日
）

子
育
て
情
報
交
換
の
場
「
子
育

て
サ
ロ
ン
い
と
だ
」
の
開
催

ｉ
お
知
ら
せ

無

料

登

記

相

談

所

の

開

設

に

つ

い

て

講座名 定員 講座日時 講座内容

町民大学 50人 年６回　午前10時から 健康、文化、歴史、福祉、芸能、介護、経済生活の諸問題など

郷土の歴史を訪ねて 25人 10月 町内外の歴史的文化財、史跡を訪ねる

絵手紙教室 20 ７、10、12月の午前中 筆で季節の野菜、果物などをはがきに描く

遊び・子ども講座 20 年４回　第３土曜日 ニュースポーツ・クッキング・昔遊びなど幅広くチャレンジ

出前講座 希望日時 健康、福祉、金銭問題、歴史、民話、落語、紙芝居などを
皆さんのご希望により出前します

ワーキング世代の講座 20 年５回 働く世代のための料理教室と生活情報の提案

▶お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局（町社会教育課内）　 TEL０９６‐２３４‐２４４７（内線３２１）
klg110@town.kosa.lg.jp

平成26年度の公民館が主催する講座の開催日程は、次のとおりです。

皆さんのご参加をお待ちしています。詳しくは、町教育委員会公民館事務局までお問い合わせください。
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Monthly Information

全
を
図
る
た
め
、
今
年
度
も
昨
年

度
に
引
き
続
き
食
用
油
用
ヒ
マ
ワ

リ
種
子
の
配
布
を
行
な
い
ま
す
。

　
希
望
す
る
人
は
、
次
の
と
お
り

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
産
業
振

興
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
間

　
５
月
12
日
（
月
）
〜
16
日
（
金
）

▼
配
布
の
条
件
な
ど

・
配
布
す
る
種
子
は
、
食
用
油
用

　
ひ
ま
わ
り
（
Ｈ
Ｂ
サ
ン
フ
ラ

　
ワ
ー
な
ど
）

・
作
付
面
積
10
㌃
以
上

・
裏
作
で
野
菜
等
の
作
付
け
を
予

　
定
し
て
い
る
農
地

※
申
請
書
用
紙
は
、
町
産
業
振
興

　
課
窓
口
に
て
交
付
し
ま
す
。

※
配
布
数
量
に
は
限
り
が
あ
り
ま

　
す
の
で
、
申
請
数
量
を
配
布
で

　
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

　
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
産
業
振
興
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
７
６

　（
内
線
１
５
４
）

　

k

lg
2
0
6
@
tow
n
.k
osa.lg

.jp

　
町
で
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
子
育
て
の
援
助
を

受
け
た
い
人
と
援
助
し
た
い
人
が

会
員
と
な
り
、
同
セ
ン
タ
ー
が
仲

介
し
て
会
員
同
士
が
支
え
合
う
、

子
育
て
を
地
域
で
相
互
援
助
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
活
動
内
容

・
保
護
者
の
短
時
間
外
出
時
の
預

　
か
り

・
保
護
者
の
病
気
や
冠
婚
葬
祭
な

　
ど
で
の
預
か
り

・
保
育
園
の
時
間
外
や
、
学
校
の

　
放
課
後
の
預
か
り

・
保
育
園
の
送
迎
な
ど

※
料
金
は
、
利
用
会
員
か
ら
協
力

　
会
員
へ
の
直
接
支
払
い
と
な
り

　
ま
す
。

▼
現
在
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

・
利
用
会
員
…
子
ど
も
を
預
け
た

　
い
人

・
協
力
会
員
…
子
ど
も
を
預
か
り

　
た
い
人

・
両
方
会
員
…
子
ど
も
を
預
け
る

　
こ
と
も
あ
る
が
、
預
か
る
こ
と

　
も
で
き
る
人

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
５
１
８
５

　
携
帯
０
９
０
‐
１
５
１
３
‐
５
３
２
８

・
町
福
祉
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　（
内
線
１
４
３
）

　

k

lg
2
0
5
@
tow
n
.k
osa.lg

.jp

　
御
船
警
察
署
管
内
で
車
上
ね
ら
い

や
乗
り
物
盗
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
次
の
事
項
に
注
意
し
て
、
車
上
狙

い
な
ど
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

▼
防
犯
対
策

・
オ
ー
ト
バ
イ
や
自
転
車
か
ら
離
れ

　
る
と
き
は
、
わ
ず
か
な
間
で
も
必

　
ず
鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う
。
特
に
、

　
２
つ
の
異
な
る
施
錠
を
す
る

　「
ツ
ー
・
ロ
ッ
ク
」
が
効
果
的
で
す
。

・
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
車
中
に

　
貴
重
品
や
バ
ッ
グ
な
ど
を
放
置
せ

　
ず
に
必
ず
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

　「
鍵
を
か
け
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」

と
油
断
す
る
の
は
危
険
で
す
。
ガ
ラ

ス
を
割
っ
て
、
車
内
の
貴
重
品
を
盗

む
手
口
に
よ
る
被
害
も
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
自
宅
の
車
庫
に
駐
車
す
る
と
き
も
、

同
様
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
不
審

者
・
不
審
車
両
を
見
か
け
た
ら
、
す

ぐ
に
１
１
０
番
を
！

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会   

　(

御
船
警
察
署
内
）

　
TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

町生涯学習センター・ギャラリーモール展のお知らせ　～５月～
 Event

ｃ
く
ら
し
安
全

車
上
ね
ら
い
・
乗
り
物
盗
に

要

注

意

！

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOUスポーツクラブ」
５月のアユスポ・カレンダー

●スポンジテニス＆バドミントン
甲佐小学校体育館・毎週月曜日

５月12日（月）午後７時30分

５月19日（月）午後７時30分

５月26日（月）午後７時30分

●少年柔道
甲佐中学校武道館「甲心館」・毎週月・水・金曜日

５月７日（水）午後７時

５月９日（金）午後７時

５月12日（月）午後７時

５月14日（水）午後７時

５月16日（金）午後７時

５月19日（月）午後７時

５月21日（水）午後７時

５月23日（金）午後７時

５月26日（月）午後７時

５月28日（水）午後７時

５月30日（金）午後７時

●卓球
町生涯学習センター・毎週水・金曜日

５月７日（水）午後７時30分

５月９日（金）午後７時30分

５月14日（水）午後７時30分

５月21日（水）午後７時30分

５月23日（金）午後７時30分

５月28日（水）午後７時30分

５月30日（金）午後７時30分

●サッカー教室
緑川グラウンド・甲佐小学校グラウンド・毎週木・土曜日

５月１日（木）午後７時

５月３日（土）午前９時

５月８日（木）午後７時
５月10日（土）午前９時
５月15日（木）午後７時

５月17日（土）午前９時

５月22日（木）午後７時

５月24日（土）会場、時間未定

５月29日（木）午後７時

５月31日（土）会場、時間未定

●バスケットボール教室
甲佐小学校体育館・毎週火曜日

５月13日（火）午後７時30分

５月20日（火）午後７時30分

５月27日（火）午後７時30分

●ジュニアバスケット教室
甲佐小学校体育館・毎週土曜日

５月３日（土）午前９時

５月10日（土）午前９時

５月17日（土）午前９時

■お問い合わせ先

　I・YOU（アユ）スポーツクラブ事務局
　（町教育委員会社会教育課内）
　 TEL096-234-2447（内線325）
　
klg110@town.kosa.lg.jp

スポンジテニス、

バトミントンへの

皆さんの参加をお

待ちしています。

鍬田 桂一郎さん（西原区）

町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ

ー

利

用

会

員

募

集

●お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　 TEL 096 ‐ 234 ‐ 2447　
klg110@town.kosa.lg.jp

▼期間　５月12日（月）～30日（金）

▼内容　各学年ごとに学級紹介や習字
　　　　や絵画などの作品を展示　

●甲佐小学校生徒作品展示会
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﹇
短
歌
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

　パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
メ
タ
ル
六
個
と
頑
張
れ
り
選
手

の
努
力
こ
こ
ろ
打
た
る
る 

松
本
ぬ
い
子

吾
が
庭
の
椿
は
つ
ぼ
み
数
多
付
け
日
毎
に
咲
く
を
数

え
楽
し
む 

上
村
や
す
美

枯
れ
し
か
と
見
え
し
狭
庭
の
草
花
は
春
の
ひ
か
り
を

浴
び
て
華
や
ぐ 

内
田
乃
武
子

昨き

日ぞ

の
雨
庭
に
残
せ
し
庭に

わ

寮
た
ず
み

梅
の
花
片
水
際
を
描

く
　 

上
村
　
か
ず

春
の
陽
に
桜
ほ
こ
ろ
び
雲
雀
鳴
き
庭
に
も
花
が
咲
き

盛
り
お
り 

赤
星
　
文
子

生
き
て
居
れ
ば
今
日
で
百
歳
な
る
父
の
笑
顔
顕
ち
来

る
春
分
の
日
に 

塚
本
　
俊
子

晴
れ
や
か
に
鳥
居
を
潜
る
家
族
連
れ
赤
い
う
ぶ
着
は

女
の
児
ら
し 

塚
原
　
暁
益

風
吹
け
ば
前
に
後
ろ
に
桜は
な

吹
雪
忽
ち
庭
を
埋
め
尽
く

し
た
り 

吉
永
由
紀
子

「
よ
さ
こ
い
」
を
元
気
に
踊
る
孫
娘
を
目
許
緩
め
て

見
る
夫
と
わ
れ 

緒
方
　
明
美

雨
音
は
眠
り
を
邪
魔
し
降
り
頻
る
寝
返
り
打
っ
て
寝

付
か
れ
ず
居
り 

赤
星
　
延
子

転
勤
を
伝
え
し
人
の
声
未
だ
耳
に
残
り
ぬ
老
い
の
春

愁 

内
山
タ
ミ
エ

ビ
ス
ケ
ッ
ト
の
穴
の
様
な
る
笑
窪
し
て
幼
児
よ
ち
よ

ち
吾
に
寄
り
来
る 
森
田
　
房
恵

腕
時
計
外
し
て
森
の
声
を
聞
く
風
の
流
れ
に
こ
こ
ろ

任
せ
て 

渡
辺
　
幸
士

 

﹇
川
柳
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

　
　
　「
選
ぶ
」

利
き
酒
が
五
臓
六
腑
に
ご
挨
拶 

早
　
　
彦
喜

ど
の
筆
が
上
達
す
る
か
良
く
選
ぶ
　 

　
松
本
ぬ
い
子

訃
報
続
く
今
度
は
誰
が
選
ば
れ
る 

　
林
　
　
雅
之

選
挙
戦
選
ば
れ
る
人
選
ぶ
人
　
　 

　
布
田
　
愛
子

　
　
　「
欲
」

欲
捨
て
て
見
る
と
世
間
が
美
し
い 

清
川
み
ど
り

バ
イ
キ
ン
グ
欲
ば
り
過
ぎ
て
食
べ
残
す 

古
閑
チ
ヨ
ミ

欲
張
っ
て
汗
し
た
褒
美
腰
曲
が
る 

伊
豆
野
ヤ
エ

欲
ひ
と
つ
捨
て
て
明
日
が
軽
く
な
る 

渡
辺
　
幸
士

 

﹇
肥
後
狂
句
﹈ 

北
川
直
美 

選

あ
あ
重
さ
　
こ
れ
で
新
漬
待
つ
ば
か
り 

み
ど
り

あ
あ
重
さ
　
億
の
札
束
夢
の
中 

千
　
恵

あ
あ
重
さ
　
体
重
計
に
お
ご
ら
れ
た 

梅
　
香

あ
あ
重
さ
　
肩
よ
り
広
い
ラ
ン
ド
セ
ル 

光
　

あ
あ
重
さ
　
座
長
受
け
ん
と
良
か
っ
た
が 

靖
　
枝

あ
あ
重
さ
　
早
い
も
の
で
す
平
成
と 

公
　
美

あ
あ
重
さ
　
曾
孫
の
守
り
は
や
お
い
か
ん 

陽
　
子

む
ご
う
良
か
　
き
っ
と
作
者
は
別
イ
居
る 

愛
　
子

あ
あ
重
さ
　
媽
は
酔
わ
せ
ち
ゃ
な
ら
ん
ば
い 

直
　
美

　

う
た
ご
よ
み
　
〜 

皐
月 

〜

乙女地区体育祭での玉入れ競技（乙女小学校体育館）

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先
　
町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）
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春
は
た
く
さ
ん
の
人
や
物
事
に
出

会
う
は
じ
ま
り
の
季
節
で
す
。
新
入

生
や
新
社
会
人
な
ど
新
し
い
こ
と
を

始
め
る
方
が
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い

ま
す
。
私
は
今
月
号
か
ら
広
報
紙
の

編
集
に
携
わ
る
よ
う
に
な
り
、
取
材

や
原
稿
執
筆
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

 

た
っ
た
少
し
の
文
章
で
も
何
時
間

も
か
か
っ
て
し
ま
い
、
原
稿
を
書
く

こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　
取
材
に
行
っ
た
際
も
思
う
よ
う
な

写
真
が
撮
れ
な
か
っ
た
り
、
メ
モ
を

取
る
の
を
う
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
り

と
失
敗
続
き
の
１
か
月
で
し
た
が
、

上
司
や
先
輩
に
指
導
し
て
い
た
だ
き

な
が
ら
何
と
か
乗
り
越
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
取
材
に
快
く
応
じ
て

い
た
だ
い
た
方
の
貴
重
な
お
言
葉
や
、

そ
の
時
期
な
ら
で
は
の
町
の
出
来
事

な
ど
を
皆
さ
ん
に
伝
え
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
来
月
号
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

（
み
）

編

集

後

記

 住　所 氏　名 性別 保護者

緑　町　中村弥
み

佳
か

子
こ

　女　高　典

中横田　田上　悠
ひ ま り

葵　女　和　孝

府　領　武内　千
ゆき

周
ちか

　男　秀　二

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,352 △30

女 5,998 △35

計 11,350 △65

世帯数 4,278 ３

平成26年３月31日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

ひとの動き（敬称略）

３月11日（火）～４月10日（木）

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

作り方

①キャベツはよく洗い、ザクザ

クと食べやすい大きさに切る。

②玉ネギは半分に切り、薄切り

にします。

③②の玉ネギから少しだけとり、

みじん切りにしましょう。

④豚ひき肉に塩・コショウを

少々振り、みじん切りにした

玉ネギを加え肉団子を作りま

す。

⑤鍋に水2カップとスープの素

①のキャベツ、薄切りにした

玉ネギを入れ強火にかけます。

⑥沸騰してキャベツがしんなり

したら、④の肉団子を加える。

蓋をして中火に落とし、肉に

火を通すこと。

⑦肉に火が通ったら、最後に豆

乳を加え塩・コショウで味を

調えます。火を通しすぎない

よう注意してください。

　　春キャベツは胃腸を調え、

シミ・ソバカスの予防に役立つ

野菜です。イソチオシアネート

という成分などに、インフルエ

ンザや花粉症のウイルスなどを

体外に追い出す効果があると言

われています。ビタミンＣなど

水に溶け出してしまう栄養や成

分も、汁ごと食べればＯＫ。た

くさんの旬のキャベツを味わっ

てください。

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

春キャベツのスープ

ご存知ですか？

ご結婚おめでとう
marriage

 住　所 氏　名 

　　夫　熊本市　永田　匡孝

　　妻　下横田　外村真莉子

　　夫　船　津　井元　　正

　　妻　八代市　山本　理恵

材料－４人分－

春キャベツ………………… 1/2
個豚ひき肉……………… 100㌘
新玉ネギ（小）……………１個
豆乳……………………２カップ
スープの素…………………２個
塩コショウ…………………少々

［

［

 住　所 氏　名 年齢 世帯主

豊　内　堀　　　確　87　伸　子

岩　下　蛯原　参男　84　めい子

早　川　畑田　　茂　89　金井利明

津志田　大友　和義　61　はるみ

西　原　田上　末年　81　道　子

中横田　田中チヱ子　98　　健　

豊　内　北里マツメ　92　友　子

津志田　清村　敏治　87　タツメ

府　領　宮﨑　　枝　92　　　枝
豊　内　鬼塚キクイ　90　　晃　

豊　内　佐野　次信　86　宇　信

白　旗　山下喜代子　89　喜代子
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こうさ広 報

　「
交
通
安
全
は
、
交
通
ル
ー
ル

を
守
る
こ
と
が
第
一
。
交
通
安
全

母
の
会
で
は
、
交
通
安
全
を
通
し

て
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
家
庭
と
地
域

づ
く
り
の
手
助
け
を
し
て
い
き
た

い
」
と
語
る
の
は
、
甲
佐
町
交
通

安
全
母
の
会
会
長
と
し
て
地
域
の

安
心
・
安
全
に
取
り
組
む
三
浦
郁

子
さ
ん
。

　
同
母
の
会
は
、
地
域
の
交
通
安

全
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
、
交

通
事
故
の
な
い
安
全
で
快
適
な
住

み
よ
い
町
づ
く
り
を
実
現
す
る
た

め
に
活
動
す
る
母
親
を
中
心
と
し

た
団
体
。
本
町
で
は
今
年
４
月
に

発
足
し
、
各
校
区
か
ら
５
人
ず
つ

選
任
さ
れ
、
会
員
数
は
25
人
。
全

国
交
通
安
全
運
動
な
ど
で
交
通
安

全
の
Ｐ
Ｒ
、
地
域
で
の
交
通
指
導

な
ど
の
活
動
を
し
て
い
る
。

　
同
母
の
会
の
竜
野
支
部
会
長
で

も
あ
る
三
浦
さ
ん
は
、
週
３
回
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
共
に
小
学

校
ま
で
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

守
り
な
が
ら
登
校
す
る
、
見
守
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
開
始
。「
子
ど

も
た
ち
を
安
全
に
学
校
ま
で
送
り

届
け
、
帰
り
道
に
道
路
の
ご
み
を

拾
っ
て
集
め
る
こ
と
は
自
分
の
１

つ
の
仕
事
。
無
事
に
往
復
し
て
仕

事
を
終
え
る
と
達
成
感
が
あ
り
ま

す
。
登
校
中
に
子
ど
も
た
ち
と
会

話
す
る
の
も
楽
し
い
し
、
歩
く
こ

と
で
健
康
づ
く
り
に
も
つ
な
が
り

ま
す
」
と
三
浦
さ
ん
。「
交
通
安

全
宣
言
に
も
『
交
通
安
全
は
家
庭

か
ら
』
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う

に
、
子
ど
も
た
ち
が
学
校
に
行
き

た
い
と
思
う
平
和
な
家
庭
づ
く
り

も
、
母
の
会
の
活
動
で
支
援
で
き

れ
ば
」
と
意
気
込
み
を
語
る
。

　
自
ら
の
信
条
を
「
自
分
が
決
め

た
こ
と
を
、
つ
ま
づ
い
て
で
も
自

分
の
力
で
や
っ
て
き
た
人
に
こ
そ

魅
力
が
あ
る
」
と
考
え
る
三
浦
さ

ん
。
発
足
し
て
ま
だ
１
か
月
の
母

の
会
だ
が
、「
今
年
は
、
今
後
も

継
続
し
て
活
動
で
き
る
組
織
と
し

て
の
道
し
る
べ
を
作
り
た
い
」
と

思
案
中
。「
交
通
安
全
を
通
し
て
、

子
ど
も
や
お
年
寄
り
が
楽
し
く
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
や
取
り
組
み
を
考

え
て
い
き
た
い
」
と
、
交
通
安
全

を
通
し
た
安
心
感
の
あ
る
地
域
づ

く
り
に
思
い
を
巡
ら
せ
る
。

交
通
安
全
を
通
し
て
人
と
人
と
が

つ
な
が
る
家
庭
と
地
域
づ
く
り

みうら いくこ / 今年４月発

足の甲佐町交通安全母の会会

長。地域の交通安全を見守り

ながら、積極的に住民同士の

つながりづくりに取り組む。

三浦 郁子さん
Miura Ikuko

〔中横田区〕

Kosa
Style
こうさ スタイル


